
【活動報告】 

神奈川の身近な自然を訪ねて～秋の大雄山 天狗伝説の里と花咲く里山を訪ねて～ 

日時：2023 年 10月 25日(水)  28日(土) 10:00～15:00 

場所：神奈川県南足柄市 

参加者：一般 52名（25日(水) 29名 28日(土) 23名） スタッフ 11名 

 

集合は大雄山線の大雄山駅、ここからバスに乗り 10分程で終点の大雄山最乗寺入口に着きます。そこ

はもう杉の巨木に囲まれて荘厳な空気が漂っていました。本堂まではいくつかの階段と坂道を歩きます。

ここでは若い修行僧をよく目にします。ここは静かにたたずむというより活気のある修行の寺です。瑠

璃門をくぐるとセッコクの白い花が咲いていました。初夏の花ですが今年は随分時期がズレているよう

です。いくつかの塔頭の間を進むと赤い実のミヤマシキミや可憐な花を咲かせるホトトギスが出迎えて

くれます。 

境内の広場で昼食をとったあとは「花咲く里山」に向け出発です。セキヤノアキチョウジの青紫の花

やゲンノショウコの白い花が咲く杉木立を下って行くと「花咲く里山」に入ります。ノコンギクやコシ

オガマ、アキノタムラソウなどが咲き、民家の庭には赤や黄のざる菊が咲き始めていました。例年なら

ば満開とのことですが今年は少し開花が遅いようです。実をいっぱいつけた柿の木や道脇の水の流れは

遠いふるさとを思い出させます。ホルトノキやカゴノキを観ながら歩いて行くと最後の仁王門のバス停

に着きました。                                   （鈴置記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタート時のオリエンテーション 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多宝塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三面大黒天 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗心の滝 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

座禅石 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コシオガマの観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セキヤノアキチョウジ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家の直販所 


